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② 

民
間
活
力
の
導
入

　

こ
れ
ま
で
、
直
営
で
実
施
し
て
き
た
業
務
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
の

導
入
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
に
料

金
収
納
等
業
務
を
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
に
配
水
施
設
管
理
業
務

を
、
令
和
４（
２
０
２
２
）
年
度
に
浄
水
場
休
日
夜
間
等
運
転
管
理
業
務

を
委
託
し
ま
し
た
。
民
間
事
業
者
の
す
ぐ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
活
力
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
年
間
で
約
１
億
円
の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

① 

職
員
の
削
減

　

前
回
料
金
改
定
を
行
っ
た
昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
以
降
、

最
大
で
１
２
２
人
い
た
水
道
事
業
に
従
事
す
る
職
員
（
ア
ル

バ
イ
ト
職
員
は
除
く
）
は
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
末

の
時
点
で
87
名
ま
で
削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
体
制

の
見
直
し
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

③ 

水
道
施
設
の
有
効
活
用

　

上
下
水
道
局
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
多
く
の
水
道

施
設
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
経
営
状
況
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
適

切
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
施
設
の
廃
止
や
規
模
縮
小
を
含
め
た
有
効
活
用

が
急
務
で
す
。
か
つ
て
７
カ
所
あ
っ
た
浄
水
場
は
、
現
在
２
カ
所
に
縮
小
し
ま
し
た
。

ま
た
、
廃
止
・
停
止
し
た
５
カ
所
の
浄
水
場
の
う
ち
、
２
カ
所
は
ポ
ン
プ
場
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
浄
水
機
能
の
縮
小
を
進
め
る
一
方
で
、
平
成

28
（
２
０
１
６
）
年
に
、
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
新
た
な
水
源
と
し
て
、
阪
神

水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水
（
注
１
参
照
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
経
営
努

力
に
向
け
た
方
針
を
宝
塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
（
注
２
参
照
）
に
掲
げ
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
な
経
営
努
力
を

し
て
き
た
の
？

第 6 話

　

前
回
の
特
別
号
①
（
令
和
４（
２
０
２
２
）
年
12
月
発
行
）
で
は
、
本
市
の
水
道
事
業
は
「
給
水
原
価
」
が
「
供
給
単
価
」
を
上
回
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と
で
損
失
が
生
ま
れ
る
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

配水施設管理業務

浄水場休日夜間等運転管理業務

料金収納等業務

施設監視業務

お客さまセンター

廃止・停止した浄水場

玉瀬浄水場

　 昭和46年度運転開始、平成22年度運転

停止

生瀬浄水場

　昭和27年度運転開始、 平成27年度廃止

　現在ポンプ場として活用

川面浄水場

　昭和42年度運転開始、平成27年度廃止

　現在ポンプ場として活用

小林浄水場

　昭和37年度運転開始、平成30年度運転停止

　現在土地活用検討中

亀井浄水場

　昭和48年度運転開始、平成29年度運転停止

　現在土地活用検討中

（
注
１
） 
な
ぜ
、
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら

 

受
水
し
て
い
る
の
？

　

阪
神
水
道
企
業
団
は
、
神
戸
市
・
尼
崎

市
・
西
宮
市
・
芦
屋
市
・
宝
塚
市
を
構
成

市
と
す
る
水
道
用
水
供
給
事
業
体
で
す
。

そ
の
水
源
は
、
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
で
あ
り
、

安
定
性
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

度
浄
水
処
理
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
水
質

も
良
質
で
安
全
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　

受
水
開
始
（
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
）

以
前
は
、
本
市
の
水
源
は
、
①
河
川
の
表

流
水
、
②
地
下
水
、
③
兵
庫
県
営
水
道
の

３
つ
で
し
た
。
し
か
し
、
異
常
気
象
に
伴

う
渇
水
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
地
下
水
の
減

少
な
ど
、
水
道
水
の
安
定
供
給
は
最
重
要

課
題
で
し
た
。
現
在
、
阪
神
水
道
企
業
団

か
ら
の
受
水
に
よ
り
全
水
量
の
約
３
割
を

賄
っ
て
お
り
、
水
道
水
の
安
定
供
給
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
受
水
開
始
に
よ
り
、
老
朽
化
し

て
い
た
浄
水
場(

小
林
浄
水
場
・
亀
井
浄

水
場)

の
運
転
を
停
止
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
膨
大
な
更
新
費
用
の
将
来
負
担

が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
発
生
す
る
受
水
費
は
増
額
と
な
り

ま
す
が
、
将
来
負
担
の
軽
減
効
果
の
方
が

大
き
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

（
注
２
） 

水
道
事
業
経
営
戦
略
と
は

　

水
道
事
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
策
定
す

る
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で
す
。
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出典：水道事業会計決算書
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令和

3年度

昭和60年度；122人
平成17年度 下水道事業と統合

平成23年度 8課体制を
6課体制に変更

平成25年度 営業課
業務包括委託

平成30年度 小林・亀井
浄水場の停止

令和3年度；87人

３
割
削
減

特別号①で宝塚市の水道について説明を

聞いた 2 人が話をしています

市民Ａさん宝塚市上下水道局長　金岡 厚

金岡局長に

聞いてみよう。

「水を作るのに近隣市

よりお金がかかる」っ

て言ってたけど、コス

トを減らすために何か

してるのかなぁ？

市民 B さん

本市の水道事業

は、次のように主

に３つの経営努力

をしてきました。

水を作っていない

浄水場も活用して

るんだ。

民間の会社の力

も借りて効率的

に事業をしてい

るんだね。

これだけ経営努力をしてたらお金が

足りる気もするけど、どうなんだろう。
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今
の

経
営
状
況
は
？

第 7 話
① 

４
年
連
続
の
経
常
損
失

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
努
力
を
行
っ
て

き
た
こ
と
で
、
受
水
費
を
除
く
「
経
常
費
用
」
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
受
水
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
に
阪
神
水
道
企
業
団

か
ら
受
水
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
増
加
し
て
い

ま
す
。(

前
ペ
ー
ジ
注
１
参
照)

　

受
水
費
が
増
え
て
い
る
た
め
、
費
用
総
額
は
受

水
開
始
前
よ
り
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

給
水
収
益
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口
の
減
少
や
ト
イ
レ
、

洗
濯
機
な
ど
の
節
水
機
器
の
普
及
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
開
発
事
業
な
ど
に
伴
う
分
担
金
収
入
も
、
減

少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
近
年
は
約
１
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
に
会
計
制
度
の
変
更
に
よ
り

会
計
処
理
方
法
が
変
わ
っ
た
た
め
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
度
以
降
「
そ
の
他
」
が
約
４
・
５
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

経
常
費
用
と
経
常
収
益
の
差
額
で
あ
る
「
経
常
損

益
」
は
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
か
ら
４
年
連

続
で
損
失
を
計
上
し
て
お
り
、
損
失
額
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
現
在
は
過
去
の
貯

蓄
を
取
り
崩
し
て
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
施
設(

ダ
ム
・
浄
水

場
・
配
水
池
・
水
道
管
な
ど)

を
整
備
・
更
新
す
る
た
め
の

財
源
と
し
て
、
借
入
金
を
充

て
て
い
ま
す
。
永
続
的
に
必

要
な
水
道
施
設
を
、
借
入
金

で
整
備
す
る
こ
と
で
、
世
代

間
に
公
平
な
負
担
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

借
入
金
の
残
高
は
、
令
和

３
（
２
０
２
１
）
年
度
末
で 

１
５
０
億
円
と
な
り
、
こ
の

40
年
で
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

一
人
あ
た
り
の
借
入
金
残
高

も
約
6
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

近
隣
市
と
比
較
し
て
高
い
水

準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
昭
和
50
（
１
９
７

５
）
年
前
後
の
人
口
急
増
期

に
水
道
事
業
を
拡
張
し
、
大

規
模
な
投
資
を
続
け
ま
し
た
。

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
頃
に

か
け
て
、
こ
の
投
資
に
充
て

た
借
入
金
の
返
済
が
、
徐
々

に
終
わ
り
を
迎
え
、
残
高
は

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
、
水
道
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
更
新
費
用
の
増

大
と
耐
震
化
の
た
め
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

② 

更
新
事
業
等
に
よ
る
借か

り

い

れ

き

ん

入
金
の
増
加

経常費用
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■ 経常費用（受水費を除く）　■ 受水費

経常収益
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■ 給水収益　　■ 分担金　　■ その他

経常損益
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出典：水道事業会計決算書
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-3.6-3.6

赤 字

受水費を除く経常費用は

この 20 年で 4 億円削減できていますが、

受水費は増加しています。

４
年
連
続
で
損
失
を

計
上
し
て
い
ま
す

給
水
収
益
は

こ
の
20
年
で
３
億
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

上下水道局の経理

担当職員です。経

営状況については、

私が説明します。

令
和
３
年
度
の
残
高
は

１
５
０
億
円
で
す
。

借入金残高
（単位：億円） （単位：万円）

出典：水道事業概要
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■ 借入金残高　　■ 一人あたりの借入金残高

これからどう

なっていくの

かなぁ？

今後、施設の老朽化により

更新費用の増大が予想され

ます。安心安全な水を守っ

ていくために、さまざまな取

り組みを進めています。

職員からの説明の通り、経常損

失が発生しており、より一層の

経営努力をしていきます。

どうしたら安心

安全な水を守

れるんだろう。



 上下水道だより 特別号② 6 上下水道だより 特別号②7

水
道
事
業
の

未
来

第 8 話
① 

予
測
す
る
将
来
は
？

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
末
に
、
約
22
万
3
千
人
で
あ
っ
た
給
水
人
口
は
、

令
和
23
（
２
０
４
１
）
年
度
末
に
は
約
19
万
9
千
人
、
11
％
の
減
少
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
節
水
型
機
器
の
普
及
に
よ
り
、
使
用
水
量
の
減
少
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
約
20
年
後
の
給
水
収
益
は
、
現
在

の
約
35
億
円
か
ら
約
４
億
円
減
の
約
31
億
円
に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
今
後
も
安
心

安
全
な
水
道
水
を
供
給

し
続
け
る
た
め
に
は
水

道
施
設
の
整
備
や
老
朽

化
し
た
水
道
管
の
更
新

を
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
近
年

多
発
し
て
い
る
大
規
模

な
自
然
災
害
な
ど
に
耐

え
ら
れ
る
防
災
・
減
災

対
策
の
強
化
も
求
め
ら

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
の
増
大
へ
の
対
応
な

ど
に
関
す
る
投
資
も
必

要
で
す
。

④ 

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」

　

市
内
に
は
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
の
配
水
池
が
48
カ
所
、
高
低
差
の
あ
る

地
域
に
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の
加
圧
所

が
30
カ
所
あ
り
ま
す
。
現
在
、
左
の
よ
う

に
配
水
池
３
カ
所
を
1
つ
に
、
加
圧
所
（
ポ

ン
プ
場
）
３
カ
所
を
1
つ
に
統
合
す
る
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間

７
千
５
百
万
円
の
維
持
費
に
加
え
、
将
来
の

更
新
費
用
も
削
減
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

「
I
C
T
・
A
I

な
ど
新
技
術
の
活
用
」

　

本
市
の
水
道
管
は
全
長
８
１
２
㎞
に
も
及

び
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
道
管
を
更
新
す
る
た

め
に
は
、
年
間
約
９
億
円
の
投
資
が
必
要
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
管
の
老
朽
化
が
確
認
で

き
れ
ば
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
更
新
で
き
ま

す
が
、
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
水
道
管
の
老

朽
化
の
度
合
い
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
そ
こ
で
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）

年
度
よ
り

A
I
（
人
工
知
能
） 

に
よ
り
老
朽

化
の
度
合
い
を
予
測
す
る
技
術
を
活
用
し
、

水
道
管
の
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

　

水
道
管
の
更
新
は
、
今
後
、
永
続
的
に
必

要
と
な
る
事
業
で
す
。
整
備
優
先
順
位
の
精

度
を
高
め
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
漏

水
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

② 

今
後
４
年
間
の
支
出
と
収
入
は
？　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年

度
に
見
直
し
を
行
っ
た
水

道
事
業
経
営
戦
略
の
経

営
予
測
で
は
、
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
度
か
ら

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年

度
ま
で
の
４
年
間
で
発

生
す
る
主
な
支
出
は
約

２
１
７
億
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
対
し
て
、
そ
の

財
源
と
な
る
主
な
収
入
は

約
１
９
７
億
円
と
見
込
ん

で
お
り
、
約
20
億
円
の
不

足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
近

年
の
物
価
上
昇
を
考
慮
す

る
と
、
さ
ら
に
厳
し
い
状

況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

③ 

こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
の
？

　

水
道
事
業
の
収
益
は
、
今
後
、
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

計
画
的
な
設
備
投
資
も
着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
経
営
努
力
に
よ
り
、
人
口
減
少
時
代
に
相
応
し
い

事
業
体
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
向
性
は
、
次
の
４

つ
と
考
え
ま
す
。

水道事業の経営環境の悪化は、全国

的な課題になっています。人口減少

により市単独で問題を解決していくこ

とが難しくなってきています。そこで、

市域を越えた広域連携により、施設

の効率的な運用や人材の確保、ス

ケールメリットの創出などの検討を進

めます。

「原水」を飲み水に「浄水」し、水道

管で各戸に「給水」するため、主要な

水道施設は 24 時間管理しています。

ICT( 情報技術 ) を活用することによ

り、遠隔監視など業務の効率化を図

ります。また、AI( 人工知能 ) の技

術を活用した管路更新など、積極的

に新技術の導入を進めます。

水道事業の運営には多くの施設が必

要です。

将来の使用水量の減少予測に基づい

て施設の規模を縮小したり、施設を

廃止、統合することにより、適正な施

設規模に見直します。これにより、コ

ストの削減を図ります。

民間事業者のすぐれたノウハウや活力

の導入により、より一層、業務の効

率化やサービスの向上を図ります。ま

た、水道施設などの経営資源は、市

民のかけがえのない資産であることを

共有しながら、パートナーシップの関

係強化を図ります。

広域連携

ICT・AI など
新技術の活用

官民連携の推進

ダウンサイジング

老朽管の更新工事

将来の人口及び給水収益

（単位：万人） （単位：億円）

令和3年 令和8年 令和13年 令和18年 令和23年

17

18

19

20

21

22

23 36

35

34

33

32

31

30

29

28

出典：水道事業概要

■ 給水人口　　■ 給水収益

約
４
億
円
減

借入金

約51億円

４年間でかかる主な費用等（支出）

約 217億円

４年間で事業の財源となる主な収益等（収入）

約 197億円

借入金の返済

約27億円

水道料金

約140億円

支払利息

約7億円

分担金

約6億円

水道施設の建設改良

にかかる費用

約66億円

水道施設の維持管理

・保守点検等

約67億円

他団体からの

水道水購入費用

約50億円

塔の町

配水池

生瀬浄水場

ポンプ機能
小林

配水池
北畑

加圧所
逆瀬下

配水池
旭ガ丘

加圧所

年間 7,500 万円削減

新小林

配水池

新北畑

加圧所
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現在の水道料金

　本市の水道料金は、基本料金（水道使用量にかかわらず口径に応じて負担していただく

料金）と従量料金（水道使用量に応じて負担していただく料金）の合計金額となっています。

一般家庭で主に使用されている口径20mmで２カ月の場合（消費税抜き）

基本料金 2,000 円

従量料金 20 円 /㎥ 120 円 /㎥ 150 円 /㎥

使用水量（㎥）　 1                       20                       40                       60

例）口径20ｍｍ、２カ月の使用量50㎥の場合

基本料金 2,000円

従量料金 20㎥まで 20円×20㎥＝400円

 21㎥～40㎥ 120円×（40㎥−20㎥）＝2,400円

 41㎥～50㎥ 150円×（50㎥−40㎥）＝1,500円

合計　6,300円（消費税抜き）

おわりにおわりに    水道事業水道事業ののあり方についてあり方についてのの検討検討

　

こ
の
度
お
届
け
し
た
特
別
号
②
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
努
力
、
現

状
の
厳
し
い
経
営
状
況
、
そ
し
て
、
将
来
に
向
け
て
さ
ら
な
る
経
営
努

力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
上
下
水
道
局
で
は
令
和
３（
２
０
２
１
）

年
11
月
、
宝
塚
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
同
審
議
会
は
、

知
識
経
験
者
・
市
民
・
企
業
の
代
表
者
な
ど
多
方
面
の
委
員
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
８
回
に
わ
た
り
水
道
料
金
の
改
定
も
含
め
慎
重

な
審
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
模
様
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も「
議
事
概
要
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
終
号
と
な
る
特
別
号
③
で
は
審
議
会
の
答
申
内
容
を
ご
説
明
す
る

予
定
で
す
。

上下水道事業

審議会の

議事概要

ところで、

水道料金って、

どうやって計算

されてるの？

最後まで読んでいた

だきありがとうござい

ました。

次号（特別号③）は令

和５（2023）年５月

発行予定です。次号

もご一読ください。

子供たちの時代にも

安心して水道水を使

うために、しっかり

考えてほしいな。


